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株式会社レゾナック 川崎事業所

川崎事業所（扇町地区）
火力発電設備リプレース計画（仮）
計画段階環境配慮書について

令和６年７月11日
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第１章

第一種事業を実施しようとする者の名称、
代表者の氏名及び主たる事務所の所在地
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1-1 名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地

株式会社レゾナック事業者の名称

代表取締役社長 髙橋 秀仁代表者の氏名

東京都港区東新橋1-9-1
東京汐留ビルディング

主たる事務所
の所在地
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第２章

第一種事業の目的及び内容
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2-1 第一種事業の目的

■（株）レゾナック
「2050年カーボンニュートラル」に向けて2021年に
2030年の温室効果ガス（GHG）排出量削減
目標を「2013年比30%削減」とし、徹底した合
理化、効率化、省エネルギー、ガス燃料への転換
を進める。

■川崎重工業（株）
2010年からカーボンニュートラルの切り札である水素に着
目し、液化水素サプライチェーン全体にわたる技術開発を
進め、2018年には世界で初めて市街地での水素100%
による熱電供給を達成、また2022年2月には世界初の
液化水素運搬船による日豪間の海上輸送・荷役実証
を完遂した。

● 川崎事業所（扇町地区）の石油コークス及び都市ガス燃焼のボイラー・タービン発電機1機を廃止して、
都市ガス及び二酸化炭素の発生がない水素を燃料とする火力発電所へ更新（リプレース）する。

● 新設する設備は、都市ガス及び水素混焼のガスタービン発電機・排熱回収ボイラーと復水蒸気タービンで、
合計出力約17万kWの発電を行う。

● 二酸化炭素排出量を、現在より年間24万トン以上削減することを目標。
● 運転開始は2030年を予定。

水素発電事業の協業検討を開始

□（株）レゾナック川崎事業所（扇町地区）
川崎市川崎区の臨海部にあり、海上輸送を通じた大規模な水素調達に適している。
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2-2 第一種事業の内容

川崎事業所（扇町地区）
火力発電設備リプレース計画（仮）名 称

神奈川県川崎市川崎区扇町5-1所在地

ガスタービン及び汽力原動機
の種類

約17万kW出 力

都市ガス及び水素燃 料
事業実施想定区域
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2-3 事業実施想定区域の位置及びその周囲の状況

〔「空中写真」（川崎市、令和5年1月撮影）より作成〕

事業実施想定区域

事業実施想定区域

●事業実施想定区域 面積 約35.6万m2

JR川崎駅
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2-4 発電所の位置ならびに配置計画の概要と複数案の選定

■構造などの複数案
・窒素酸化物を排出する
・煙突が視認性の高い構造物である

・周辺地域の大気環境に加え眺望景観への影響も配慮
・構造の複数案として煙突高さ
（A案：59m、B案：80m）を設定

■発電設備の配置
・撤去する既設倉庫の跡地を有効活用
・発電出力合計が約17万kWとなるガスタービン及び排熱
回収ボイラーを4基、蒸気タービン及び冷却塔等の設備

・同敷地面積を最大限有効的に活用
・電力系統連携可能規模等を考慮

配置を設定
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2-5 発電設備の概要

Ｇ

燃料ガス

圧縮機

ガス混合

装置

脱

硝

装

置

高

圧

蒸

発

器

Ｇ

純水

給水

加熱器

低圧

過熱器

高圧

節炭器

高圧

過熱器

脱気器

低圧

ドラム

高圧

ドラム

燃焼器

吸気

冷却器

吸気冷却

冷凍機
ガスタービン×４基

発電機

発電機

ＳＴ

復水式蒸気タービン

冷却器冷却塔 冷却塔

ボイラー給水タンク

事業所内蒸気
吸気冷却

冷凍機蒸気
※1

※1

排熱回収ボイラー

×4基

ア

ン

モ

ニ

ア

ガ

ス

都市ガス

水素ガス 低

圧

蒸

発

器

ＧＴ-Ａ～Ｄ

水素ガス

都市ガス

混合ガス

純水(復水含む)

工業用水

アンモニアガス

蒸気

工業用水 純水

9

10



6

11©Resonac Corporation All Rights Reserved.

2-6 主要機器等及び燃料使用量の種類

新 設既 設

STGT-DGT-CGT-BGT-A3号2号1号

復水蒸気
タービン同 左同 左同 左

排熱回収ボイラー

ガスタービン

自然循環ボイラー

抽気復水蒸気
タービン

復水蒸気
タービン

背圧蒸気
タービン機器等の種類

44,20031,83031,83031,83031,83073,5004,4007,600出力（kW）

171,52085,500
合計出力（kW）

257,020

－同 左同 左同 左都市ガス
水 素

石油コークス
都市ガス－－燃 料

■現状

■将来

4号3号2号1号

同 左

自然循環ボイラー

抽気復水蒸気
タービン

復水蒸気
タービン

背圧蒸気
タービン機器等の種類

73,50073,5004,4007,600出力（kW）

159,000合計出力（kW）

同 左石油コークス
都市ガス－－燃 料

※運転開始時は、水素を30%容積で使用する計画である。

新設発電設備
既設発電設備
将来撤去予定
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2-7 ばい煙に関する事項
将 来現 状

単 位項 目
GT-DGT-CGT-BGT-A3号4号3号

同 左同 左同 左31,830

現状
どおり

同 左73,500kW出 力

同 左同 左同 左2.6同 左3.5m頂部内径
煙 突

同 左同 左同 左59又は80同 左53m地上高

同 左同 左同 左247同 左352103m3
N/h湿 り排出

ガス量 同 左同 左同 左228（14.7）同 左307（3.6）103m3
N/h乾 き

同 左同 左同 左110同 左51℃温 度
煙突ガス 同 左同 左同 左約18同 左約12m/s速 度

－－－－同 左4ppm排出濃度硫黄
酸化物 －－－－同 左1.3m3

N/h排出量

同 左同 左同 左6.0同 左11ppm排出濃度窒素
酸化物 同 左同 左同 左1.71同 左6.8m3

N/h排出量
－－－－同 左15mg/m3

N排出濃度
ばいじん

－－－－同 左4.6kg/h排出量
※燃料混焼率は水素30%容積、都市ガス70%容積時の排出濃度・排出量である。
※乾き排出ガス量の(  )は、実酸素濃度(%)である。
※排出濃度は、乾きガスベースで酸素濃度が16%換算値である。
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2-8 復水器の冷却水に関する事項

将 来
現 状

項目 将 来既 設

STGT-DGT-CGT-BGT-A3号2号1号4号3号2号1号

44,200同 左同 左同 左31,83073,5004,4007,600同 左73,5004,4007,600出 力
（kW）

同 左同 左同 左同 左同 左淡水循環
冷却方式－－同 左淡水循環

冷却方式－－冷却塔

－－－－－－海水冷
却方式－－－海水冷

却方式－取放水
設 備
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2-9 用水・一般排水・騒音、振動に関する事項

■用水に関する事項
 ・工業用水は、川崎市工業用水道、生活用水は川崎市上水道より供給を受ける計画である。
 ・工業用水は8,500m3/日程度、生活用水は28m3/日程度である。

■一般排水に関する事項
・発電所からの排水は、冷却塔ブロー水､ボイラーブロー水、純水装置からの排水、プラント雑排水等の発電設備から
の排水及び生活排水がある。

・発電設備からの排水は新設する排水処理設備、生活排水は合併処理浄化槽により、「水質汚濁防止法」に基づ
く排水基準及び「川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例」に基づく規制基準を満足し、かつ既設と同
等の水質に処理した後、川崎事業所が所有する共用の既設排水口から海域に排出する計画である。

・発電所からの排水は、共用の既設排水口において川崎事業所（扇町地区）内の設備等で使用した排水と混合
し、海域へ排出される。

■騒音、振動に関する事項
・主要な騒音・振動発生機器として、冷却塔、発電機、タービン、排熱回収ボイラー、送風機及びポンプ類等がある。
これらの機器については、防音壁の設置、低騒音型機器の採用、強固な基礎とする等、防音・防振対策を適切に
講じることにより騒音・振動の低減を図る計画である。

13

14



8

15©Resonac Corporation All Rights Reserved.

2-10 交通に関する事項

■工事中の交通に関する事項
 ①陸上輸送

・ 一般工事用資材及び小型機器等の搬出入車両は、主と
して神奈川県道6号東京大師横浜線（産業道路）及び
国道15号（第一京浜）から、神奈川県道101号扇町川
崎停車場線等を通行する計画である。

 ②海上輸送
・ 発電設備のうち陸上輸送が困難な機器については海上輸

送して搬入する計画である。

■供用後の交通に関する事項
・ 運転開始後の主要な交通ルートは、海上輸送経路は無く、

工事中の主要な交通ルートと同じである。
・ 運転開始後の車両には、通常時は補修用資材等の運搬車

両と定期点検時における通勤車両及び資機材の運搬車両
がある。
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2-11 工事工程（予定）

2030202920282027年

1        6       121        6       121        6       121        6       12月

33      3921      279       15  0     3着工後の月数

運転開始▼着工▼全体工事

既設設備撤去
及び整地

基礎工事

機器据付工事
及び建屋工事

試運転

注：既設4号機は、新設設備の運転開始後に撤去する計画であり、本事業による環境影響評価には含めない。
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2-12 その他の事項

■工事中の建設機械の稼働（大気質、騒音、振動）
・工事の平準化、排出ガス対策型、低騒音・低振動型建設機械の採用に努め、大気質、騒音及び振動への影響を低減
する計画である。

■工事中の排水、水の濁り
・工事中の排水は、適切に処理を行った後、排水口から海域へ排出する計画である。

■悪 臭
・運転開始後において排煙脱硝装置に使用するアンモニアは、日常点検による外観異常及び漏洩有無の確認、定期点検
による配管腐食等の検査にて適正な維持管理を行い、漏洩が発見されたときは直ちに供給を停止する。

■土壌汚染
・工事中及び運転開始後において、土壌汚染の原因となる物質は使用しない計画である。

■地盤沈下
・工事中及び運転開始後において、地盤沈下の原因となる地下水の汲み上げは行わない。
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2-13 その他の事項

■景 観
・景観の保全については、「景観法」、「川崎市都市景観条例」及び川崎市の「臨海部色彩ガイドライン」等に基づいたものと
する。

・建物の色彩等は「川崎市景観計画」に基づき周辺環境との調和に配慮する。
・発電所はコンパクトな設備配置設計とし、眺望景観に配慮する計画である。

■緑 化
・緑地については、「工場立地法」、「川崎市工場立地に関する地域準則を定める条例」、「川崎市環境影響評価に関する
条例」及び「川崎市緑化指針」に基づき引き続き適正に管理を行う。

■廃棄物
・工事中に発生する建設廃棄物及び発電設備の運転に伴い発生する廃油・汚泥等は、可能な限り発生の抑制及び有効
利用に努め、有効利用が困難な廃棄物については「建設工事に係る資源の再資源化等に関する法律」及び「資源の有効
な利用の促進に関する法律」に基づいて極力再資源化に努めるほか、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づいて
適正に処理する計画である。
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2-14 その他の事項

■残 土
・掘削工事に伴う発生土は、発電所構内で埋め戻し及び盛土として極力有効利用する計画である。
・有効利用が困難なものは関係法令に基づき適正に処理する計画である。

■温室効果ガス
・燃料として都市ガス及び二酸化炭素の発生がない水素を利用する、発電効率の高い最新のコンバインドサイクル発電方
式を採用し、発電設備の適切な運転管理、設備管理により高い発電効率を維持する。

・発電効率が著しく低下する低負荷運転を行わない。
・所内の電力・エネルギー使用量を節約する等の取組みにより、二酸化炭素排出量をより一層低減することに努める。
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第３章

事業実施想定区域及びその周囲の概況
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3-1 事業実施想定区域及びその周囲の概況

・大気環境
・水環境
・土壌及び地盤
・地形及び地質
・動植物の生息又は生育、植生及び生態系
・景観及び人と自然との触れ合いの活動の場
・一般環境中の放射性物質

自然的状況

・人口及び産業
・土地利用
・河川、湖沼及び海域の利用並びに地下水の利用
・交通
・学校、病院、住宅等の配置
・下水道の整備
・廃棄物
・法令、計画等

社会的状況

・自然的及び社会的状況について、環境要素の区分ごとに事業特性を踏まえ、計画段階配慮事項を検討するにあた
り必要と考えられる範囲を対象に、配慮書編集時において、入手可能な最新の文献その他の資料により把握した。

・事業実施想定区域は、川崎市川崎区に位置した埋立地であり、都市計画法に基づく工業専用地域に指定されて
いる。
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3-2 配慮書地域特性（1/2）

(1)大気環境（事業実施想定区域を中心とした半径20kmの範囲内）
・大気質の環境基準との適合状況（適合している測定局数）

- 二 酸 化 硫 黄 ・・・（短期的評価、⾧期的評価）全ての測定局（一般局29局、自排局2局）
- 二 酸 化 窒 素 ・・・すべての測定局（一般局34局、自排局25局）
- 浮遊粒子状物質・・・（短期的評価、⾧期的評価）すべての測定局（一般局35局、自排局25局）
- なお、至近5年の年平均値の経年変化は、各項目とも減少傾向または横ばいから減少傾向で推移している。

・自動車騒音の環境基準との適合状況（適合している測定地点数）
- 昼間、夜間とも7地点中3地点

(2)水環境
・海域の水質の環境基準との適合状況（適合している測定地点数）

- 化学的酸素要求量（COD）・・・10地点中9地点
- 全窒素（T-N） ・・・10地点中1地点
- 全燐（T-P） ・・・10地点中2地点

(3)土壌及び地盤の状況
・川崎区には「土壌汚染対策法」に基づく要措置区域は存在しないが、事業実施想定区域は形質変更時届出区域に指定され

ている。
・川崎市における有効水準点231点のうち88点で20mm未満の範囲内の地盤沈下が起きている。

21
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(4)地形及び地質
・「日本の地形レッドデータブック」に記載される重要な地形及び地質はない。

(5)動物・植物・生態系
・陸域の重要な種・・・哺乳類2種、鳥類61種、爬虫類3種、両生類1種、昆虫類176種、植物26種
・海域の重要な種・・・魚類15種、潮間帯動物及び底生生物9種
・干潟、藻場及びさんご礁のいずれも分布していない。
・事業実施想定区域の植生は主に工場地帯。

(6)景観及び人と自然との触れ合いの活動の場
・主 要 な 眺 望 点 ・・・「横浜マリンタワー」、「川崎マリエン」、「城南島海浜公園」等。
・主要な景観資源・・・「下末吉大地」、「本牧台地」等。
・人と自然との触れ合いの活動の場・・・「桜川公園」、「小田公園」等。

(7)社会的状況
・事業実施想定区域は、「都市計画法」に基づく工業専用地域に位置する。
・近隣施設・・・あいせん保育園（北 約0.8km）、日本鋼管病院（北北西 約1.7km）等
・最も近い住居系の用途地域・・・第二種住居地域（北 約0.8km）

3-3 配慮書地域特性（2/2）
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第４章

第一種事業に係る計画段階配慮事項に関する
調査、予測及び評価の結果
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4-1 「計画段階配慮事項」の選定（1/2）

土地又は工作物の存在及び供用工事の実施影 響 要 因 の 区 分

環 境 要 素 の 区 分

廃
棄
物
の
発
生

資
材
等
の
搬
出
入

施設の稼働地
形
改
変
及
び

施
設
の
存
在

造
成
等
の
施
工
に

よ
る
一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

工
事
用
資
材
等
の

搬
出
入 機

械
等
の
稼
働

温
排
水

排

水

排
ガ
ス

硫黄酸化物

大気質
大気環境

環境の自然的
構成要素の良
好 な状 態の保
持を旨として調
査 、 予 測 及 び
評価されるべき
環境要素

●窒素酸化物
浮遊粒子状物質
粉じん等
騒 音騒 音
振 動振 動
水の汚れ

水 質
水環境

富栄養化
水の濁り
水 温
有害物質底 質
流向及び流速その他
重要な地形及び地質地形及び地質その他の環境

注：1. 「●」は、計画段階配慮事項として選定する項目を示す。
2. は、「発電所に係る環境影響評価の手引」（経済産業省、令和6年）において「一般的な事業において重大な環境影響が生じるおそれがあ

ることから、配慮書手続き（今回の審査対象）において計画段階配慮事項として選定することが想定される事項」を示す。
3. は、「発電所アセス省令」に基づく環境影響評価方法書手続（次の段階）における参考項目を示す。
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4-1 「計画段階配慮事項」の選定（2/2）

土地又は工作物の存在及び供用工事の実施影 響 要 因 の 区 分

環 境 要 素 の 区 分

廃
棄
物
の
発
生

資
材
等
の
搬
出
入

施設の稼働地
形
改
変
及
び

施
設
の
存
在

造
成
等
の
施
工
に

よ
る
一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

工
事
用
資
材
等
の

搬
出
入 機

械
等
の
稼
働

温
排
水

排

水

排
ガ
ス

重要な種及び注目すべき生息地
（海域に生息するものを除く。）動 物

生物の多様性の確
保及び自然環境の
体系的保全を旨と
して調査、予測及
び評価されるべき環
境要素

海域に生息する動物
重要な種及び重要な群落
（海域に生育するものを除く。）植 物
海域に生育する植物
地域を特徴づける生態系生態系

●主要な眺望点及び景観資源
並びに主要な眺望景観景 観人と自然との豊かな触

れ合いの確保を旨とし
て調査、予測及び評
価されるべき環境要素

主要な人と自然との触れ合い
の活動の場

人と自然との触れ
合いの活動の場

産業廃棄物廃棄物等環境への負荷の量の
程度により予測及び評
価されるべき環境要素

残 土
二酸化炭素温室効果ガス等
放射線の量一般環境中の放射性物質

注：1. 「●」は、計画段階配慮事項として選定する項目を示す。
2. は、「発電所に係る環境影響評価の手引」（経済産業省、令和6年）において「一般的な事業において重大な環境影響が生じるおそれがあ

ることから、配慮書手続き（今回の審査対象）において計画段階配慮事項として選定することが想定される事項」を示す。
3. は、「発電所アセス省令」に基づく環境影響評価方法書手続（次の段階）における参考項目を示す。
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4-2 計画段階配慮事項として選定する理由

計画段階配慮事項として選定する理由
項 目

影響要因の区分環境要素の区分

最新鋭の低NOx燃焼器及び排煙脱硝装置を設置
することにより、重大な影響を受ける可能性がある環
境要素ではないと考えられるが、大気汚染物質を排
出することから、煙突高さの複数案による大気質への
影響の違いを把握するため、計画段階配慮事項とし
て選定する。

施設の稼働
（排ガス）

窒素酸化物大
気
質

大
気
環
境

視認性の高い煙突等の構造物を設置することにより、
主要な眺望点からの眺望景観の変化が想定されるも
のの、周辺は工場地帯であり、重大な影響を受ける
可能性がある環境要素ではないと考えられるが、煙
突高さの複数案による景観への影響の違いを把握す
るため、計画段階配慮事項として選定する。

地形改変及び
施設の存在

主要 な眺 望点
及び 景観 資源
並びに主要な眺
望景観

景

観
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4-3 大気質に係る調査、予測及び評価

評価手法予測手法調査手法影響要因の
区分環境要素の区分

寄与濃度（年平
均 値 ） の最大着
地濃度及 び一般
局への寄与につい
て、複数案の影響
の違いを把握して
評価する 。

数値シミュレーショ
ン解析により、寄与
濃 度 （ 年 平 均
値）を予測する。

文献その他の資料
に よ り 、大気質の
状況及 び気象の
状況に関する情報
を整理する。

施設の稼働
（排ガス）

窒素酸化物大気質
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4-4 大気質の調査結果

R3R2R1H30H29測定局名図中
番号

0.0160.0170.0180.0190.021大師①
(0.014)0.0160.0180.0180.019田島②

0.0170.0170.0180.0180.020川崎③

0.0140.0150.0160.0160.018幸④

0.0140.0140.0150.0150.017中原⑤
0.0160.0160.0180.0180.020鶴見区潮田交流プラザ⑨

0.0150.0160.0170.0180.019鶴見区生麦小学校⑩

0.0150.0150.0170.0170.018神奈川区総合庁舎⑪
0.0140.0140.0150.0160.017港北区総合庁舎⑲

0.0160.0180.0190.0200.022大田区東糀谷㉛
0.0150.0160.0170.0180.019

平均値
0.017

二酸化窒素の年平均値 単位：ppm

※：（ ）は測定時間が6,000時間に満たない測定値

㉛

⑲

⑪

⑩
⑨

⑤

④

③
②
①
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4-5 気象の調査結果

全年
令和5年令和4年年 月

項 目 3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

2.92.93.22.42.22.42.83.13.53.43.12.93.2(m/s)平均風速

NE
(12)

NE
(13)

NNW
(22)

NW
(23)

NW
(20)

NW
(20)

NNW
(16)

NE
(26)

SSW
(23)

S
(25)

S
(14)

S
(20)

NE
(15)

(方位)
(%)

最多風向
出現率

大師測定局における風速及び風向（令和4年度）

令和5年令和4年年 月
項 目 3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

0.5440.5000.3770.3400.3840.4010.5800.6520.7200.7220.7250.643(MJ/m2・日)日射量

0.260.220.130.090.180.200.350.400.450.430.400.34(MJ/m2・日)放 射
収支量

田島測定局及び幸測定局における日射量及び放射収支量（令和4年度）
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4-6 煙源の諸元

B案A案単 位項 目

GT-DGT-CGT-BGT-AGT-DGT-CGT-BGT-A－設 備

同 左同 左同 左80同 左同 左同 左59m煙突実高さ

同 左同 左同 左247同 左同 左同 左247103m3
N/h排出ガス量（湿り）

同 左同 左同 左110同 左同 左同 左110℃排出ガス温度

同 左同 左同 左18同 左同 左同 左18m/s排出ガス速度

同 左同 左同 左6.0同 左同 左同 左6.0ppm濃 度
窒素酸化物

6.836.83m3
N/h排出量

注：排出濃度は、乾きガスベースで酸素濃度が16%換算値である。
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4-7 二酸化窒素の地上寄与濃度の予測結果

煙突位置
最大着地濃度地点
0.00007ppm以上
0.00005ppm以上
0.00002ppm以上

東京都

川崎市

横浜市

煙突位置
最大着地濃度地点
0.00005ppm以上
0.00002ppm以上 東京都

川崎市

横浜市

A案：煙突高さ59ｍ B案：煙突高さ80ｍ

南西 約3.9km最大着地濃度地点

0.000054ppm最大着地濃度

南西 約3.5km最大着地濃度地点

0.000074ppm最大着地濃度
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4-8 大気質の評価結果

環境基準の
年平均相当値

寄与率（%）
（a/c）

将来予測
環境濃度

（c=a+b）

バックグラウンド
濃 度
（b）

最大着地濃度
（a）予測ケース項 目

(単 位)

0.024
0.430.0170740.0170.000074A案

(煙突高さ59m)二酸化
窒 素
(ppm) 0.320.0170540.0170.000054B案

(煙突高さ80m)
注：1. バックグラウンド濃度は、10km以内の一般局の5年分の年平均値の平均値。

2. 環境基準の年平均相当値は、年平均値と日平均値の98％値の関係から求めた。
ｙ=0.3305ｘ＋0.0041 ｙ：年平均値（ppm）、ｘ：日平均値の98％値（ppm）、環境基準：0.06ppm（98％値）

■評 価
・二酸化窒素の最大着地濃度（計画施設寄与濃度）は、複数案のいずれも将来予測環境濃度に対する寄

与率は、0.32、0.43%と小さい。
・二酸化窒素の将来予測環境濃度は、0.017054、0.017074ppmであり、複数案のいずれも環境基準の年
平均相当値（0.024ppm）に適合。
以上のことから、大気質に及ぼす影響は少なく、煙突高さによる大気質への影響の違いは小さいものと評

価する。
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4-9 景観に係る調査、予測及び評価

評価手法予測手法調査手法影響要因の
区分環境要素の区分

地形改変について
は、眺望点及び景
観 資 源 の直接改
変の有無を確認し、
施設の存在につい
ては、主要な眺望
点からの眺望景観
の影響の程度につ
いて、複数案の影
響の違いを把握し
て評価する。

事業実施想定区
域と主要な眺望点
及び景観資源の位
置関係を把握し、
直接改変の有無を
確認する。
なお、眺望景観の
変化については、主
要な眺望点から発
電設備（煙突）
を見たときの垂直
見込角を算出し、
予測する。

文献その他の資料
により、眺望点及
び景観資源の状況
に関する情報を整
理する。

地形改変及び
施設の存在

主要な眺望
点及び景観
資源並びに
主要な眺望
景観

景 観
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4-10 景観の調査結果
凡 例

事業実施想定区域
【主要な眺望点】

① 横浜マリンタワー
② 横浜港シンボルタワー
③ 港の見える丘公園
④ 野毛山公園展望台
⑤ 横浜港大さん橋 国際客船ターミナル
⑥ 弘明寺公園展望台
⑦ 川崎マリエン
⑧ 城南島海浜公園
⑨ 羽田空港第1ターミナル展望デッキ
⑩ 東扇島西公園
⑪ 末広水際線プロムナード
⑫ 東扇島東公園

【自然景観資源】
海成段丘：下末吉大地
海食崖：本牧台地
湖沼：洗足池
峡谷、渓谷：等々力渓谷

TTTTT

⑦

⑥

⑪

⑩

⑨

⑤
④

③ ②
①

⑧

⑫
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4-11 景観の予測結果

煙突の最大垂直見込角（度）煙突計画地点までの
距離（km）眺望点名図中

番号 B案（80m）A案（59m）

約 0.5約 0.4約 9.3横浜マリンタワー①

約 0.6約 0.4約 7.8横浜港シンボルタワー②
約 0.5約 0.4約 9.3港の見える丘公園③

約 0.4約 0.3約 11.1野毛山公園展望台④

約 0.5約 0.4約 8.7横浜港大さん橋 国際客船ターミナル⑤

約 0.3約 0.2約 14.5弘明寺公園展望台⑥
約 1.5約 1.1約 3.0川崎マリエン⑦

約 0.5約 0.3約 9.8城南島海浜公園⑧

約 0.6約 0.5約 7.5羽田空港第1ターミナル展望デッキ⑨

約 1.9約 1.4約 2.4東扇島西公園⑩
約 1.3約 0.9約 3.6末広水際線プロムナード⑪

約 1.3約 1.0約 3.4東扇島東公園⑫
注：垂直見込角の算出にあたっては、眺望点と事業実施想定区域が水平であると仮定した。
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4-12 景観の評価

■眺望景観の予測
 垂直見込角：主要な眺望点から見た、煙突の上端までの仰角の差

■評価の指標
 「景観対策ガイドライン（案）」（UHV 送電特別委員会環境部会立地分科会、昭和56年）
 ・垂直見込角1度：

十分見えるけれど、景観的にはほとんど気にならない。ガスがかかって見えにくい。
 ・垂直見込角1.5～2度：

シルエットになっている場合には良く見え、場合によっては景観的に気になり出す。シルエットにならず、さ
らに環境融和塗色がされている場合には、ほとんど気にならない。光線の加減によっては見えないことも
ある。

・垂直見込角3度以上：
比較的細部まで見えるようになり、気になる。圧迫感は受けない。

垂直見込角
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4-13 景観の評価結果

B案（80m）A案（59m）項 目

約1.9度約1.4度煙突の最大垂直見込角（東扇島西公園）

43十分見えるけれど、景観的にはほとんど気にならない。ガスがか
かって見えにくい。垂直見込角1度以上

20
シルエットになっている場合には良く見え、場合によっては景観的
に気になり出す。シルエットにならず、さらに環境融和塗色がされ
ている場合には、ほとんど気にならない。光線の加減によっては見
えないこともある。

垂直見込角1.5～2度以上

00比較的細部まで見えるようになり、気になる。圧迫感は受けない。垂直見込角3度以上

■主要な眺望点及び景観資源に対する改変の評価
・眺望点及び景観資源は、本計画において直接改変されないことから、地形改変による重大な影響はないものと評価する。

■主要な眺望景観に対する影響評価

眺望景観については、煙突高さが低いほど影響は小さい。
施設の存在による景観への重大な影響が回避・低減されているものと評価する。
なお、今後の検討においては、「川崎市都市景観条例」等に基づき、周囲の景観と調和するよう配慮し、さらなる眺望景観

への影響の低減を図る。
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4-14 総合評価

■大気質
 大気質のおける窒素酸化物の将来環境濃度（年平均値）については、影響の違いはほとんどない。

■景観
 眺望景観については、煙突高さが低いほど影響は小さい。

選定した計画段階配慮事項について、調査、予測及び評価を行った結果、複数案を設定した煙突高さに
ついて、重大な影響はないものと評価した。

方法書以降においては、事業特性や地域特性を踏まえ、環境影響評価項目を選定し、詳細な予測及び
評価を行うことを検討する。
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計画段階環境配慮書に関する業務を委託した
事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地

第５章
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5-1 事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地

株式会社東京久栄事業者の名称

代表取締役社長 髙月 邦夫代表者の氏名

東京都千代田区岩本町二丁目4番2号
江戸新金網ビル4階

住 所
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